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キヤノン 
サステナビリティレポート

サステナビリティに関する考え方や体制をはじめ、環境、社会、ガバナンスなどに対する取り組みについて詳細かつ網羅的な
情報を開示しています

キヤノン統合報告書 経営計画や事業、財務、人材などの各戦略、ESGの取り組みをまとめ、中長期的な企業価値創造ストーリーを紹介しています

CANON ANNUAL REPORT 英文連結決算報告書として財務情報を開示するとともに、事業戦略や環境、社会、ガバナンスに関する取り組みなどの非財務
情報についても紹介しています

有価証券報告書 日本の金融商品取引法第24条第1項にもとづき作成され、特に財務状況に関する詳細な情報を開示しています

コーポレート・ガバナンスに 
関する報告書

「コーポレートガバナンス・コード」に従い、コーポレート・ガバナンスの考え方や体制などを報告しており、機関設計、運用状況、
実効性評価などのより詳細な情報を開示しています

キヤノンサステナビリティレポートは、ステークホルダーの
みなさまに、キヤノンのサステナビリティに関する考え方や取
り組みを深くご理解いただくことを目的としています。

2026年版では、本レポートの主要なトピックを一目で把握
していただけるよう、一年間の変化や進捗などをまとめた
ハイライトページを掲載しました。
また、他の報告書と重複する内容の一部を本レポートから

削除しました。TCFDに沿ったシナリオ分析の詳細は「有価
証券報告書」を、コーポレート・ガバナンス体制の詳細は
「コーポレート・ガバナンスに関する報告書」をご参照くだ
さい（下表）。
別ファイルのデータ集および本レポート内の一部データに

ついては、数値の信頼性向上のため第三者保証を受けてい
ます。

参考：データ集
https://global.canon/ja/sustainability/report/pdf/data-2026-j.pdf

本レポートはGlobal Reporting Initiative（GRI）スタン
ダードに準拠しています。GRIスタンダードの対照表は以下
のWebページに掲載し、本レポート内にも、該当するGRIス
タンダード開示項目につき、アイコンとともに明示しています。

GRI開示項目アイコン例： GRI2-2

参考：GRIスタンダード対照表
https://global.canon/ja/sustainability/gri/

報告対象期間
2025年度（2025年1月1日から12月31日）
一部内容に当該期間以前・以後の情報も記載しています。

報告対象組織
キヤノングループ全連結対象会社321社（国内55社、海外

266社）のデータを取りまとめて報告しています。環境関連
データ（GHG排出量を除く）の集計範囲はISO14001統合認
証113社と統合認証外の1社です。

参考：グループ会社情報
https://global.canon/ja/corporate/group/index.html

発行時期
2026年5月（前回：2025年4月、次回予定：2027年5月）

参考にしているガイドラインなど
・GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
・欧州サステナビリティ報告基準（ESRS）
・ISO26000「社会的責任に関する手引き」
・気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）による提言
・自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）による提言
・内閣官房・経済産業省「人的資本可視化指針」
・環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」
・環境省「環境会計ガイドライン（2005年版）」
・日本経済団体連合会「企業行動憲章」

開示データ
算出方法の変更や対象拠点などの拡大にともない、これま

で開示した過去データの見直しを行っています。したがって、
一部過去の開示データと異なる部分があります。原則として
単位未満で四捨五入しています。このため、合計と内訳の計
は必ずしも一致しません。

文中の表記
「キヤノン」はキヤノン株式会社およびその連結子会社すべ
てを含むグループ全体を、「キヤノン（株）」はキヤノン株式会社
単体を表しています。また、「従業員」は社員のほかパート・ア
ルバイトなども含みます。また、欧州・中東・アフリカ地域を
含めて「欧州」としています。

免責事項
本レポートには、キヤノンの過去と現在の事実だけでなく、

発行日時点における計画や見通し、経営方針・経営戦略にも
とづいた将来予測が含まれています。この将来予測は、記述
した時点で入手できた情報にもとづいた仮定ないし判断であり、
諸与件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測
とは異なったものとなる可能性があります。

問い合わせ先
TEL：03-3758-2111
URL： https://global.canon/ja/contact/

sustainability-r/sustainability-r-form.html

表紙について

事業所近くの川に生息するホタルの光を
撮影した、社内サステナビリティフォトコ
ンテストの受賞作品です。この美しい光景
を守り続けたいという想いが込められて
います。

https://global.canon/ja/contact/sustainability-r/sustainability-r-form.html
https://global.canon/ja/contact/sustainability-r/sustainability-r-form.html
https://global.canon/ja/sustainability/report/
https://global.canon/ja/ir/library/integrated.html
https://global.canon/ja/ir/library/annual.html
https://global.canon/ja/ir/library/yuuhou.html
https://global.canon/ja/ir/strategies/governance.html
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キヤノンの企業理念

共生

キヤノンの企業理念は、「共生」です。

私たちは、この理念のもと、文化、習慣、言語、民族などの違いを問わず

すべての人類が末永く共に生き、共に働き​

幸せに暮らしていける社会をめざします。​

しかし、経済、資源、環境など​

現在、地球上には共生を阻むさまざまな問題があります。​

キヤノンは、共生に根ざした企業活動を通じて​

これらを解消するため、積極的に取り組んでいきます。

真のグローバル企業には、お客さま、地域社会に対してはもちろん

国や地域、地球や自然に対してもよい関係をつくり​

社会的な責任を全うすることが求められます。​

キヤノンは、「世界の繁栄と人類の幸福のために貢献していくこと」をめざし

共生の実現に向けて努力を続けます。​

Canon Sustainability Report 2026
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新たな5カ年計画のスタート
キヤノンの企業理念は「共生」です。これは文化、習慣、言語、民族などの違いを問わず、すべての人々が末永く共に生き、

共に働き、幸せに暮らしていける社会をめざすというものです。この理念のもと、永遠に技術で貢献し続け、世界各地で親し

まれ、尊敬される企業をめざす「グローバル優良企業グループ構想」を1996年にスタートさせ、それ以降５年ごとに経営革新

を進めてまいりました。

今年からは新たな5カ年計画「グローバル優良企業グループ構想フェーズⅦ」が始まります。これからの5年間を見据えた

とき、私は3つの大きな潮流を強く意識しています。それは、「グローバル分断の進行」「AIの社会実装の加速」「労働力不足の

深刻化」です。この現実を直視し、フェーズⅦでは、生産拠点の集約による地政学リスクへの対応や、AI活用を強化するため

の人材の獲得・育成などさまざまな戦略に果敢に挑戦し、次の時代の成長の道を切り拓いていきます。

サステナビリティ経営の深化に向けて
フェーズⅦの戦略の一つに「サステナビリティ経営の深化」を掲げました。気候変動や資源の有効活用、人権などの社会課題

への対応は、企業の社会的責任に留まらず、グローバル企業として事業を継続するための不可欠な条件です。

キヤノンは、1993年に地球環境と事業活動の調和をキヤノングループの環境憲章として定め、すべての製品ライフサイクル

において、より多くの価値をより少ない資源で提供する「資源生産性の最大化」をめざしてきました。近年は、サステナブルな

社会の実現に向けて、気候変動、資源循環、生物多様性といった環境分野のみならず、人権、人的資本、情報セキュリティな

どの多様な分野における社会課題に対する取り組みを強化しています。2025年には、企業理念「共生」の実現に向けて取り

組むべきサステナビリティ項目の中でのマテリアリティ（重要課題）を改めて検討いたしました。マテリアリティへの取り組み

や情報開示を通して、SDGsの目標達成にも貢献していきたいと思います。

今後もキヤノンは、ステークホルダーのみなさまから寄せられる期待にイノベーションとテクノロジーの力で応え、グループ

一体となって持続可能な社会の実現に貢献してまいります。今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。

キヤノン株式会社
代表取締役会長CEO

CEOメッセージCanon Sustainability Report 2026
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各グループ会社情報はWebサイトにてご覧いただけます。
https://global.canon/ja/corporate/group/index.html

※ 各ビジネスユニットの連結売上高には、ユニット間消去があるため、総計100％になっていません。
※ 事業ごとの戦略の詳細は統合報告書をご参照ください。 https://global.canon/ja/ir/library/integrated.html

会社情報

商号  ..............................  キヤノン株式会社 
（Canon Inc.）

設立  .............................. 1937年8月10日

本社所在地  ................  東京都大田区下丸子 
3-30-2

代表取締役 
会長CEO  ....................御手洗 冨士夫

資本金  ........................1,747億6,200万円

グループ会社数  ..........連結子会社321社

持分法適用関連会社 ... 8社

ミラーレスカメラ

ネットワークカメラ
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1兆2,255億円
26%

アジア・オセアニア
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21%

米州

1兆4,896億円
32%

日本

9,615億円
21%売上高合計

（2025年）

4兆6,247億円
欧州

22,332人

13%

アジア・オセアニア

59,275人

36%

米州

14,313人

9%

日本
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X線CT診断装置

インクジェットプリンター
有機ELディスプレイ
製造装置

RFレンズ・EFレンズ

X線循環器診断システム

MRI装置

売上高合計
（2025年）

4兆6,247億円



06
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取り組み事例を掲載  .........................................  P17
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プラスチック選別装置と分析機器  ...................... P34

社会文化支援活動

• 隆起印刷技術を活用した 

インクルーシブな取り組み  ................................. P82


